
消 費 者 相 談 啓 発

見える情報 見えない仕組み ～AI時代の消費者力を高めるために～見える情報 見えない仕組み ～AI時代の消費者力を高めるために～見える情報 見えない仕組み ～AI時代の消費者力を高めるために～
　デジタル化の進展に伴い、AIなどに使われるアルゴリズムが発展するなど、インターネット上で消費者の選好を踏まえ
て情報が提供される「仕組み」も変化しており、消費者は商品やサービスに関する情報を容易に入手できるようになりま
した。
　消費者がデジタルの利便性を最大限に享受しつつ、安全・安心な消費生活を営むためには、アルゴリズムが情報を届け
る仕組みやリスクを理解するなど、デジタル社会に必要なリテラシーを高めることは重要です。
　今回の月間を通じて、デジタル技術の利活用や情報提供の仕組みに関する基本的な知識を得て、消費者力を高めていき
ましょう。
　その結果、消費者一人一人の選択が「より納得感の高いもの」や、様々な社会課題の解決につながる「エシカルなも
の」になっていくと、今よりも明るい消費者の未来につながると考えられます。
　そこで、令和８年度の消費者月間においては「見える情報 見えない仕組み ～AI時代の消費者力を高めるために～」が
統一テーマに掲げられています。

・消費者ホットライン(局番なし)　１８８(函館消費者センターまたは国民生活センターへ繋がります)
・北海道立消費生活センター　相談専用電話　０５０－７５０５－０９９９(平日９：００～１６：３０)
・長万部町産業振興課　☎２－２４５５

【連絡先】　◎困ったときは、まず、相談を！

ヒグマによる人身事故が多発しています！ヒグマによる人身事故が多発しています！ヒグマによる人身事故が多発しています！
野山はもちろん、田畑の周辺、市街地、公園、河川敷、緑地帯など、
あなたの身近な場所にもヒグマが潜んでいる可能性があります。

◆一人では野山に入らない（一人で行動しない）　◆野山では音を出しながら歩く
◆食べ物やゴミを放置しない　◆フンや足跡などヒグマの痕跡を見たら引き返す
◆ヒグマが出没しているところでは、早朝や夕暮れ時など、薄暗いときには行動
　しない
◆ヒグマを興奮させるおそれがあるため、ヒグマが出没しているところでは犬の
　散歩は控える

そのためにも、最低限自分自身が出来る次のことを実施してください。
＜最重要＞市町村や警察などのヒグマ出没情報を積極的に確認

被害者にならない一番の方法は、 です。ヒグマに遭わないことヒグマに遭わないこと

※ヒグマを目撃した時は、役場又は警察にご連絡ください。

５月は消費者月間です（令和８年度消費者月間）
消費者月間統一テーマ
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